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小学生のヒラメ放流体験
尾鷲市黒の浜海岸で、６月21日（水）、向井小学校の小学生33人がヒラメの放流体験を行いました。日頃の行いが良い子が多かったとみえて、梅雨入りしたにもかかわらず野外活動には申し分ない好天に恵まれました。市役所の方の挨拶の後、放流会場で普及指導員からヒラメの生態などを教わりました。
そして、市職員の方からヒラメが小分けされた放流バケツを手に持ち、いざ、放流。「大きくなったらまたあお～う！！」のかけ声を合図に放流。子供達の手のひらほどのヒラメを手に乗せたりして、感触を確かめながらの放流が無事終了しました。参加した小学生のみんな、そして、関係者の皆さん、お疲れ様でした。
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放流体験のはじまり
　市役所の方が挨拶。
小学生のみんな、行儀良く並んでます。場所は矢ノ川という川の河口。
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ヒラメってこんな魚だよ
尾鷲農林水産商工環境事務所の普及指導員によりヒラメの事を事前学習。
ヒラメが赤ちゃんの頃は左右に目があり、普通の魚みたいだということ、ヒラメは変身が上手だということ、よく似てるカレイとの見分け方など、いろいろ話しました。
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放流ヒラメの小分作業
子供達が青空教室でヒラメの学習をしていた頃、近くでは、市の職員さん達により、子供達が放流するヒラメをバケツに小分けする作業が行われました。
このヒラメは、県内で人工的に孵化させ、卵から大きくなったヒラメ。飼育期間は３ヶ月程度。大きさは10ｃｍ前後でしょうか。
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自分のバケツはどれ？
ヒラメのお話も終わり、いざ、放流。
ヒラメが小分けされたバケツに集まる子供達。どのバケツかな。
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いざ、放流だぁ～
　みんな波打ち際に入って放流のはじまり。
　「大きくなったらまたあお～う！！！」と、
大きなかけ声と同時に放しました。
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ヒラメも名残惜しい？
　放流後、波打ち際でしばらくじっとしてたヒラメ。
　砂地の色に合わせて体の色を変えているヒラメも間近で観察できました。
　やっぱりヒラメは忍者だね。
